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内水面の現場から 

鈴鹿鹿水産研究室 中西尚文 
 
水産研究所の現場は多様です。

熊野灘沖を流れる黒潮域から伊勢

湾の奧になる木曽三川の河口干潟

まで，その環境や生物のデータを

把握するため，研究所の職員は駆

けめぐります。今回は三重県の内

水面の現場レポートです。 
現在三重県では，アユの漁獲量

が大きく減少しており，問題とな

っています。そこで水産研究所で

は「アユの減少要因の解明に関す

る研究」を実施し，その原因を調

査しています。アユは清流の女王

と呼ばれており，それが減少して

いるということは大きな問題です。三重県の河川がアユにとって棲みづらい環境になって

いる可能性も考えられますので，水産研究所では重要な研究課題として取り組んでいます。 

放流直後のアユ 

この研究の調査項目の１つに，アユの生息数やアユを捕食するカワウを計数するモデル

河川資源動態調査があります。

アユの生息数は，潜水による目

視観察で行います。潜水といっ

ても水面に浮いて、浅い水中を

見ながら流れ下るだけなのでシ

ュノーケリングで十分なのです

が、渓流の石でも滑らない黒い

渓流足袋や頭を守るための頭巾，

体を保温する黒いウエットスー

ツという出で立ちで行っており，

漫画『天才バカボン』の「ウナ

ギイヌ」そっくりの姿は一般の

方からは奇異に見られているの

ではないかと心配になります。

また、“流れ下る”と聞くと楽そ

うなのですが，低い水温に体温が奪われたり，急流にもまれ，浅い場所では何度も起きあ

「ウナギイヌ」の様な姿で潜水調査 
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がらなければいけないなど，予想以上に体力を消耗します。地味な活動ですがこれを 5～9
月のほぼ毎週続けることで，個体数の増減の様子が明らかになります。これまでの調査で、

大雨による増水でアユ生息数が減少する事例が観察できました。増水は過去からあったこ

となので，普通は簡単には流されないはずであり、なぜ流されてしまっているのか、その

原因の究明と共に，他の河川でも起きているのかを探る予定です。 
カワウの計数は，摂餌活動が

最も盛んな時間にあわせ，日の

出の前後に行います。早朝に 2，
3 時間は物陰に隠れて気配を消

し，飛来を計数するという大変

な作業になります。これもアユ

の生息数調査と同じ時期･頻度

で実施しています。人気の無い

場所に早朝からたたずむので怪

しまれないように，近くに止め

た公用車には「カワウ調査中」

の紙を挟んでおきます。カワウ

を見ている間にはカワセミやヤ

マセミなど希少な鳥もやってき

ますので，日本野鳥の会にも情

報を提供します。事前にカワウの捕食

が多い場所だと聞いていましたが飛来

数は少なく，今までのところ，この場

所ではカワウがアユの減少に大きく関

わっているとは考えにくい状況です。 

日の出から行うカワウ計数 

三重県は海面漁業が盛んなため，内

水面域における漁業生産は目立ちませ

んが，県民にとっても身近な水環境で

すので，いつまでも豊かに生物が生息

している健全な環境を守るために，水

産研究所も内水面でいろんな調査を行

っていることを、このレポートで知っ

ていただけると有り難いです。 
巣づくりの材料を加えて飛ぶカワウ 

 （名古屋大学の古川未来さん撮影） 
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ニュースニュースニュースニュース

水産研究所のホームページで新しいコーナーを始めました 

 
 水産研究所では、行っている研究の紹介、研究成果の報告のほか、水温や水揚げなど三

重県沿岸の漁海況情報、市場での水揚情報、赤潮や貧酸素の発生情報など多くの情報をホ

ームページを通じて発信しています。水産研究所ホームページのアクセス件数は平成 20
年度で 72 万件と、三重県の研究機関では群を抜いた多さとなっており、多くの方に利用し

ていただいています。特に春先のカツオ漁の頃には、熊野灘の海況を確認されているのか、

多くのアクセスがあります。 
 この水産研究所のホームページに、今年から新しいコーナーを開設しました。その名は

「おさかな雑録」。このコーナーでは、その名前が示しているように、三重県沿岸で漁

獲されるいろんな「おさかな」の特徴や生態について、多くの写真を用いながら説明し、

三重県の水産物に親しんでもらおうと思っています。「おさかな」と平仮名で記述している

のは、単に魚類だけでなく、エビ・カニ類や貝類、海藻類なども対象としており、三重県

で四季折々に水揚げされる水産物の様子、海や川の状況などを、研究所の研究員の目を通

して紹介しようという思いからです。 
 また「おさかな雑録」では、水産研究所の研究の様子や、研究活動の裏側などもどんど

ん紹介していきたいと考えています。この新しいコーナーを通じて、みなさんに水産研究

所のことをよく知っていただき、益々みなさんの身近な存在なれたらうれしいと思ってい

ます。新しいコーナー「おさかな雑録」を是非よろしくお願いします。 
 ホームページのアドレスは以下のとおりです。 
http://www.mpstpc.pref.mie.jp/SUI/zatsuroku/zatsurokuindex.htm  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おさかな雑録から「まき網の水揚げ」
 
 

おさかな雑録から「安乗のトラフグ」 
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 ニュースニュースニュースニュース

尾鷲水産研究室のマハタ種苗生産研究チームが会長賞を受賞！ 

 

尾鷲水産研究室の「マハタの種苗量産技術の開発」の業績が、全国水産試験場長会の

会長賞を受賞し、平成２２年１月２９日（金）に開催された全国水産試験場長会総会に

おいて表彰されました。 

会長賞は、都道府県の水産関係の研究

機関で取り組まれている試験研究のう

ち、地域水産業の発展に大きく寄与また

は貢献すると考えられる優れた業績（毎

年３件以内）に対して授与されるもので、

平成２２年会長賞として他県（広島県、

岩手県）の業績２件とともに受賞しまし

た。この賞の受賞は都道府県の研究機関

にとっては大変栄誉なことで、今後の研

究の大きな励みにもなります。 

受賞理由は、「マハタの種苗量産技

術の実用化への貢献、技術移転による地

域水産業の振興への期待」となっていま

す。尾鷲水産研究室では、平成８年度からマハタの種苗量産技術開発に取り組んでおり、

仔稚魚の飼育技術、疾病の防止策など、マハタ種苗の量産技術の向上に大きく貢献して

います。開発した技術は、平成２０年度から３ヵ年計画で尾鷲栽培漁業センターへ移転

を進めており、これらの成果が評価されました。 

全国水産試験場長会の会長から賞状を受

け取る土橋室長 

今後も種苗の形態異常の軽減など、種苗量産の安定化、高品質化のための研究などを

継続して行い、種苗の安定供給を実現したいと思っています。また、関係機関と連携し

ながら、養殖業者への技術支援やマーケティング調査などを実施し、マハタ養殖が東紀

州地域の魚類養殖の振興に結びつくように努めていきたいと考えていますので、どうぞ

よろしくお願いします。 

 
 
  
 
 
 
 
 マハタの稚魚（体長 10 cm） マハタの仔魚（体長 1 cm） 
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〒517-0404  三重県志摩市浜島町浜島３５６４－３
TEL（０５９９）５３－００１６
FAX（０５９９）５３－２２２５
E-mail：suigi@pref.mie.jp

鈴鹿水産研究室

 

〒510-0243鈴鹿市白子１丁目６２７７－４

TEL(0593)86-0163

 

FAX(0593)86-5812
尾鷲水産研究室

 

〒519-3602尾鷲市大字天満浦字古里２１５－２
TEL(0597)22-1438

 

FAX(0597)22-1439

三 重 県 水 産 研 究 所
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